
京都市交通局 （市バス）路線沿線における
地域主体のモビリティ・マネジメントと一体となった

路線・ダイヤの拡充について
平成27年7月25日 ／ 京都市交通局

The10th JCOMM



京都市バスの
概要

1

1



 キメ細やかなネットワーク
市内のバス輸送の86％を担う

 営業キロ 311.9km

 系統数 74系統

 停留所 697箇所

 営業所・出張所 7箇所

 車両数 794両

 走行キロ 84.9千km／日

 お客様数 34.1万人／日

 公営企業の役割
 「公共の福祉の増進」
 「歩くまち・京都」「観光都市・京都」
「京都の活力」を支える交通インフラ機能

 「経済性の発揮」
 安定した経営基盤の確立

運行の概要
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京都駅

四条河原町

数値は平成27年4月現在。
お客様数は平成26年度・速報値

地下鉄東西線

地下鉄烏丸線



お客様数の推移
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地下鉄開業直前の昭和55年度（59万８千人）がピーク。
以降，鉄道整備 （地下鉄烏丸線の延伸や東西線の開業，
京阪電鉄鴨東線開業，ＪＲ新駅設置等）により，減少が続いていましたが，

近年は利便性向上への取組により，お客様数は，増加傾向に。

平成26年度のお客様数（速報値）は，
昭和53年の市電全面廃止以降，最大の伸びとなる +1.5万人 /日。

平成21年度との比較では +3 万人 /日 に。

7千人／日もの増加

平成25年度 4.3千人／日増加

千人／日

平成26年度更に15千人／日もの増加



経常収支の推移
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（単位 百万円）

バブル経済崩壊による景気低迷や交通手段の多様化などにより，
お客様数が減少。経常収支は平成５年度から11年続けて赤字。
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11年連続の黒字を達成

平成27年度予算 では，

任意補助金に頼らない「自立した経営」を実現。

数次にわたる「経営健全化」の取組
平成１５年度には１１年ぶりの 黒字決算に。



市バス沿線での
ＭＭの取組
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2
～ 右京区／南太秦学区の取組 ～



取組のスタート
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右京区南太秦学区／平成19年度

 地下鉄東西線の延伸開通を契機に
市バス70号系統の運行を開始。
地下鉄太秦天神川駅（右京区総合庁舎）
図書館，体育館などの公共施設も併設。

阪急桂駅

ＪＲ桂川駅 を結ぶルート

 南太秦学区は，
バス運行の多い幹線道路へは距離があり，
公共交通の確保が長年の悲願

南太秦

京都駅

太秦天神川駅

ＪＲ桂川駅

阪急桂駅

70

地下鉄東西線

地下鉄烏丸線



取組のスタート
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阪急桂駅

ＪＲ桂川駅

太秦天神川駅

南太秦

右京区南太秦学区／平成19年度

 地下鉄東西線の延伸開通を契機に
市バス70号系統の運行を開始。
地下鉄太秦天神川駅（右京区総合庁舎）
図書館，体育館などの公共施設も併設。

阪急桂駅

ＪＲ桂川駅 を結ぶルート

 南太秦学区は，
バス運行の多い幹線道路へは距離があり，
公共交通の確保が長年の悲願

 南太秦自治連合会を中心に
継続的な取組を実施。



地域が一体となった「執念のＭＭ」
 住民の皆様による継続的な利用促進の取組
ワークショップの開催

バスを便利に使う視点を盛り込んだ「ポケット時刻表」の作成・配布

お試し乗車など ⇒ ワークショップで乗車体験の感想を発表

南太秦学区での取組
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地域が一体となった「執念のＭＭ」
 住民の皆様による継続的な利用促進の取組
ワークショップの開催

バスを便利に使う視点を盛り込んだ「ポケット時刻表」の作成・配布

お試し乗車など ⇒ ワークショップで乗車体験の感想を発表

南太秦学区での取組
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 お客様が年々増加
 初年度 480人／日が

平成23年度には932人／日と大幅増。

 平成24年３月ダイヤ改正で
増便などを実施
 昼間時間帯の増発
 60分間隔→40分間隔に。

 最終バスの時刻繰下げ
 運行時刻を調整
区役所での会合に便利な時刻

 ＪＣＯＭＭプロジェクト賞2012

継続的な取組により…
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 お客様が更に増加
 増発後も更にお客様が増え，
現在では 1,100人／日を突破。

 「バスの駅」南太秦の開設
 快適なバス待ち空間の創出のため
地域の皆様のご協力のもと，南太秦停留所に設置
敷地を地元企業から無償でご提供
交通局において，上屋，ベンチ，

バスロケーションシステムを整備

 地域の皆様が守り育てる「バスの駅」に
自治連合会長に「バスの駅」駅長に
ご就任いただき，地域の皆様がサポート。

継続的な取組により…
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ＷＳ形式による進行がもたらした効果
 行政・交通事業者・地域住民との協働 （ＷＳ形式での意見交換）

相互理解・信頼関係の構築，適切な情報提供

 地域住民のニーズを反映した取組内容の検討
地域の主体性向上， 「みんなで支える公共交通」意識形成

地域住民主体のＭＭがもたらした効果
 口コミによる情報提供，参加者拡大
 実体験に基づく情報提供や取組内容の検討
 買い物やお出かけなど，生活に直結したニーズへの対応
 近隣住民による取組がもたらす安心感，信頼感

南太秦学区での取組の効果
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※ JCOMM 2012 での発表より



市バス路線・
ダイヤの拡充
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地域主体のモビリティ・マネジメントと一体となった



車両数 764両788両 81.4千km  84.0千km走行キロ

 事業規模の拡大で「攻めの経営」を推進。更なる増客を目指す。



ＭＭの実践による路線・ダイヤの拡充
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需要に
応じた

路線の新設や
ダイヤの拡充を

実現

 安全に運行できる
走行環境の確保

 地域のＭＭの
継続的な取組

 採算ラインの
２分の１程度の
利用者数が当初の
運行で見込める

MMの実践

≪取組の事例≫

 勉強会の開催

 住民アンケートの実施

 おでかけマップの配布

 ポケット時刻表の配布

運行に必要な
経費を賄える

市バス利用者数の
確保

 路線・ダイヤ
採算ラインの
検討・シミュレーション



 具体的なプロセス
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協議 準備

 ＭＭの
体制づくり

 路線等の検討，
シミュレーション

試験的運行の
実施

MMの推進

運行の継続
（増便・維持・減便）

利用者数が増加し，
採算ライン到達が目指せる場合

３年を目途に
評価・判断

ＭＭの更なる推進

•地域代表

•区役所

•交通局

•アドバイザー等

市バス路線の新設や
増便の地域要望

試験的運行の
判断
R 安全に運行できる走行環境が
確保できる 〈前提条件〉

R 地域ＭＭの継続的な推進

R 採算ラインの２分の１程度の
利用者数が当初見込める

沿線における住宅開発や集客施設の開発，
地域の潜在需要等も併せて検討

運行の終了
利用者数が増加しない場合



 市バス路線沿線で
ＭＭの取組が進む。

広がるＭＭの取組
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柊野

久我
久我の杜
羽束師

南太秦

京都駅

利用促進の取組

利便性の
向上

ご利用の
増加

好循環の実現を目指す。

特37

南2

70

北大路駅

竹田駅

太秦天神川駅



 子どもがバスに興味を持ち，親子でバスに乗るきっかけづくりとして，
市バスの車体に絵を描く「お絵かきバス」イベントを開催。

 実施主体
 久我・久我の杜・羽束師地域まちづくり協議会

久我・久我の杜・羽束師エリア
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 平成25年度に4回，平成26年度も継続して開催。

 働く世代に特に注目。開催は土曜日や平日夜間に。

 夏休みお出かけチラシ

 ニュースレター MMNews

交通市民会議（ワークショップ）の開催

情報発信／広報物の発行

子ども向けイベントの開催
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交通市民会議
（ワークショップ）

参加の皆様との対話
バスへの理解…

「こうなれば便利！」
バス運行へのニーズ…

子ども向け
イベントの開催

子どもたちが
バスに興味を持ち，
親子でバスに乗る
きっかけづくりの場
として開催。
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「市バスお出かけプラン」を
掲載したチラシを発行。
地域内の小学校で配布。

交通に関するニュースレターを
対象地域に配布。

アンケート結果の報告や
バスに関する情報を提供。

夏休み
お出かけチラシ

ニュースレター
MM News



 ご利用状況や
お客様ニーズに応じた
南２号系統の運行充実
地下鉄竹田駅・JR長岡京駅方面

 昼間時間帯を中心に増便
平日の場合 30回／日 35 回／日 （+5回）

 最終バスの時刻繰下げ
竹田駅，長岡京駅発を15～20分遅く

 新ダイヤ実施後
ご利用が好調に推移
 約200人／日（16.0％） の増加

久我・久我の杜・羽束師エリアでの

利便性向上の取組
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ご利用が
増加！

（速報値）



 行政機関（事業所）のイベント参加 / 北部まち美化フェア

 柊野まつり / 柊野小学校

 実施主体
 柊野地域における公共交通利用促進会議

柊野エリア
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 平成25年度に3回，平成26年度には4回開催。

 活動の中心メンバーの会合だけでなく，ワークショップも開催。

 沿線おでかけマップの発行

 ニュースレター 特37号系統沿線だより

公共交通利用促進会議の開催

情報発信／広報物の発行

地域イベントでのＰＲ



23

公共交通
利用促進会議

（ワークショップ）

「おでかけマップ」の
作成に向けて，

アイデアを持ち寄り。

地域イベントでのＰＲ

走り始めたバスを知っていただき，
ご利用のきっかけに。

沿線だよりの発行



 柊野地域と
地下鉄北大路駅を結ぶ
特37号系統を新設
 市バス路線がなかったエリアへ
新たなルートを設定
北大路バスターミナル～西賀茂車庫～柊野 （9回／日）

 運行開始後
徐々にご利用が拡大

 新規運行の柊野エリアでは…
 90人／日 のご利用
更なる利用拡大に期待

柊野エリアへの新規路線の開設

2450

60

70

80

90

100人／日

ご利用が拡大！

運行開始時からの速報値



結び
ＭＭの取組の今後に向けて
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試行運行
試行増便

継続したＭＭへの
体制づくり

地域における
更なる取組
の動向

ＭＭの取組のこれから①
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試行運行に対する 「評価」 「判断」

 試験的運行・増便を実施した路線・ダイヤ

更なる
利用促進の取組

路線の
ご利用状況
の把握



試行運行
試行増便

継続したＭＭへの
体制づくり

地域における
更なる取組
の動向

ＭＭの取組のこれから①
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 試験的運行・増便を実施した路線・ダイヤ

更なる
利用促進の取組

路線の
ご利用状況
の把握

利用促進の取組→ご利用の増加→利便性向上
「好循環」の実現へ，さらに前進した取組に。

試行運行に対する 「評価」「判断」



路線新設
増便の願い

ＭＭスタートへの
体制づくりの構築

地域における
新たな取組
に向けて

ＭＭの取組のこれから②
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 新たに取組が始まるエリア

走行環境
ご利用見込み…

沿線地域の
状況把握

関係者 （地域にお住まいの皆様，区役所，学識経験者，
交通事業者） の理解のもと，「共感」「協働」の取組に。

地域の皆様の 「要望」 だけではなく…



利用促進の取組

利便性の
向上

ご利用の
増加

 市バス路線沿線で
ＭＭに取り組む地域が
更に拡大。

広がるＭＭの取組
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特37

69

南2

柊野

久我
久我の杜
羽束師

南太秦

松陽 京都駅

好循環の実現
地域における
バスの利便性向上

お客様の増加

70

北大路駅

竹田駅
桂川駅



 試験的運行を実施した路線・ダイヤ

 ３年を目途とした
「評価」 「判断」 に向けて
ご利用状況のキメ細かな把握
更なる利用促進に向けた取組の推進

 継続したＭＭの体制づくり
試験的運行（路線の新設や増便）の実現までが取組ではなく，
運行をいかに継続させるか，更なる利用者増に向けた取組に。

 新たに取組が始まるエリア

 地域にお住まいの皆様の 「要望」 だけではなく…
関係者（地域にお住まいの皆様，区役所，学識経験者，交通事業者）
の理解のもと，「共感」「協働」の取組に。

ＭＭの取組の今後に向けて
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更に便利で魅力あふれる市バスへ
 京都市バスでは，利便性向上 に向けた様々な取組を進めています。

 こうした取組を通じ，
お客様に心からご満足いただき，これまで以上に親しまれ，
京都の人や京都のまちの元気を支える
市バスを目指してまいります。

 皆様のますますのご利用をお願いいたします。



市バスキャラクター 京ちゃん

本日はありがとうございました。

京都市交通局
Kyoto Municipal Transportation Bureau


